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研究から広がる未来

卒業後の未来像

ヨーロッパスポーツ科学会議での研究成果発表ポスター

コオーディネーションエクササイズでは、
学生達が考案したエクササイズを実践します。

運動は、目に見えて結果がすぐわかる良いツールです。
運動やスポーツに興味を持ち、探究し、未知の事柄を解
明する一連のプロセスを良い経験にして、これからの人生
に役立てて欲しいです。

近年、体育・スポーツの分野では、科学データの有効
活用が盛んになっています。それは、トップアスリートの
強化に限らず、学校教育の現場においても同様です。経
験的に理解していた現象に根拠を付け加えることで、教
育、指導方法としての有効性を高めることにつながります。
また、科学的根拠は、スポーツ工学やスポーツ行政の分
野においても重要なコンテンツです。
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研究テーマは、ヒトの運動感覚や、運動中の脳と筋肉との関係を解明
することです。我々は、目的する運動を完全かつ正確に行うことは困難
です。その理由としては、主観的な運動強度の段階付けが正確ではない
ことや、様々な要因によって筋肉の収縮力が影響を受けることがあげら
れます。それらを解明するために、筋活動や力学データを用いた測定を
行っています。担当授業は、健康科学・理論と実践（1 年次必修科目）、
コオーディネーションエクササイズやスノー・スポーツ、身体運動科学
ゼミなどです。

運動の巧みさのメカニズムを探る


